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玉
城
町
は
、
７
月
か
ら
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
運

動
推
進
を
目
的
に
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
１
市

５
町
（
松
阪
市
・
多
気
町
・
明
和
町
・
大
台

町
・
玉
城
町
・
大
紀
町
）
合
同
で
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
及
び
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
で
買
物
時

に
無
料
配
布
さ
れ
る
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
む
け

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
11
月
11
日
か
ら
１

市
５
町
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
及
び
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
ー
（
左
の
表
の
と
お
り
）
が
有
料
化

を
実
施
し
ま
す
。

有
料
化
の
金
額
は
、
各
事
業
者
が
独
自
に
決

定
し
ま
す
。
有
料
化
で
事
業
所
が
得
た
収
益
は
、

各
事
業
所
が
レ
ジ
袋
の
販
売
代
金
か
ら
レ
ジ
袋

の
原
価
等
を
差
引
き
、
残
り
の
収
益
金
が
町
に

寄
付
さ
れ
、
町
は
そ
の
収
益
金
を
植
樹
な
ど
の

地
域
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
事
業
に
活
用
し

ま
す
。

今
後
、
町
で
は
有
料
化
に
向
け
、
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施
し
、
有
料
化
の
周
知
を
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
に
限
ら
ず
、
他
の
小
売
店

へ
も
レ
ジ
袋
の
有
料
化
、
削
減
取
組
店
の
拡
大

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

本
来
の
レ
ジ
袋
の
使
用
目
的
は
、
買
物
し
た

も
の
を
家
ま
で
運
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
ご
み
袋
と

し
て
使
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
球
環
境

保
全
、
ま
た
ご
み
減
量
の
為
に
も
、
マ
イ
バ
ッ

グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
の
削
減
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
11
日
か
ら
レ
ジ
袋
有
料
化
を
実
施

（株）朝日　フレッシュマート 

イオンリテール（株） 

三重農協食品（株）　Aコープ 

（株）オークワ 

（株）ぎゅーとら 

（株）ジップドラッグ 

（株）スギ薬局 

生活協同組合コープみえ 

 
多気郡農協 
 

（株）玉城　グッデイ 

マックスバリュ中部（株） 

（株）森山薬局　 

ユニー（株） 

玉城店・松阪店 

ジャスコ松阪店・ジャスコ明和店 

玉城店・くしだ店・いざわ店・くろべ店 
うれしの店 

松阪大口店・松阪下村店・松阪長月店・松
阪田村店・プライスカット三雲店・プライ
スカット松阪大石店 

大黒田店・垣鼻店・下村店・明和店 

大黒田店・垣鼻店・東洋 嬉野店・郷津薬局・
有爾中店・多気店・大台店 

玉城店・松阪中央店・アドバンスモール松阪
店・パワーセンター松阪店・嬉野店・明和店 

川井町・松阪中央店・郷津店・サンフラワー店・
学園前店・多気店・金剛坂店・大石店・大台店・
ミセスマート粥見店・ミセスマート大淀店 

ドラッグモリヤマ学園前店・くすりの森山川
井町店・ドラッグモリヤマ久保店・くすりの森
山中央店・ドラッグモリヤマ櫛田店・くすりの
森山大石店 

ファマーズマーケット（スマイル）・明和営農セ
ンター・多気営農センター・西外城田店・津田店・
丹生店・奥伊勢営農センター・大台東部店・長ケ店・
宮川店・領内店・多杉谷店 

まつさか店 

玉城店・多気店 

アピタ松阪三雲店・ユーストア嬉野店 

事業者名 店舗名 

（株）朝日　 

三重農協食品（株） 

（株）スギ薬局 

（株）玉城　 

（有）アクトファーム 

フレッシュマート玉城店 

Aコープ玉城店 

玉城店 

グッデイ玉城店 

ふるさと味工房　アグリ 

松阪市・多気町・明和町・大台町・玉城町・大紀町内における 
レジ袋有料化実施スーパーマーケット・ドラッグストアー店舗一覧 

玉城町内におけるスーパー・ドラッグストアーレジ袋有料化実施店 

レジ袋
は 

いりま
せん 

生
活
福
祉
課
　
（
5
8
）
8
2
0
3



城あとに夢を築くまち たまき　2008-112

T a m a k i  T o p i c s

ごみ分別の徹底についてのお願い
平成19年4月から不燃ごみの新たな分別収集に取り組み、約1年半が経過しました。皆さんの協力のお

かげでごみの収集量も若干減少傾向にあります。

しかし、分別が徹底されていない地域もあり、これらがきちんと分別されると更にごみの減量化が図

られリサイクルも推進されます。また、分別されていないと、集積場の管理清掃にも大変迷惑となりま

す。これからも一層のご協力をお願いします。

●カン・金属類（青色コンテナ：集積場） 

●資源ビン（色別コンテナ：リサイクルステーション） 

●ガラス・くずビン類（リサイクルステーション） 

※化粧品のビンは来年4月から資源ビンとして集

積予定（今後の広報紙、玉城チャンネルにて周知

いたします）。 

●ペットボトル（リサイクルステーション） 

●プラスチック類（リサイクルステーション） 

●陶磁器類（リサイクルステーション） 

●古紙・布類（リサイクルステーション） 

●その他 

・空き缶（スチール、アルミ） 

・金属類（やかん、鍋、フライパンなど） 

・汚れの取れないビン類 

・電気製品（一辺の長さが35ｃｍ程度） 

 

・袋の中に入れてあるもの 

・洗えばリサイクルできるビン類 

・食用のみ 

・フタ、キャップを外す 

・水洗い、水切りを必ず！ 

・割れているビン 

 

・農薬、殺虫剤のビン 

・蛍光灯→その他へ 

・食用ビン以外のビン（薬・化粧品） 

・ガラス製食器、ガラス板 

・水洗い、水切りを必ず！ 

・割れているビン 

 

・農薬、殺虫剤のビン 

・蛍光灯→その他へ 

・食用品のビン 

・飲料用 

・調味料用（しょうゆ、みりん風、食

　酢、調味酢、ドレッシングタイプ） 

※４月１日から可能になりました。 

・フタ、キャップを取る 

・水洗い、水切りを必ず！ 

・ビニール包み（お菓子、袋など） 

・食用品トレー（肉、魚など） 

・水洗い、十分に乾燥させる 

 

・プラスチック製のおもちゃ 

・家庭用品（ハンガー、洗面器など） 

・瀬戸物類 

・植木鉢 

・食用類（土鍋、皿、コップなど） 

・水洗い、水切りを必ず！ 

 

・プラスチック製の皿・コップ

　→可燃ごみへ 

・ひもで縛る（しっかりと） 

・1人で簡単に持てる重さに 

 

・布団、毛布 

・カーペットなど 

・蛍光管→町内４箇所の専用容器へ 

　（役場、保健福祉会館、中央公民館） 

・小型電化製品・カン金属類（大きなもの） 

　→粗大ごみ 

※粗大ごみは、伊勢広域環境組合 

　（TEL 37‐1218）へ 

直接持ち込むか自宅回収を依頼してください 
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

年
２
回
目
の
「
田
丸
城
跡
ク
リ

ー
ン
作
戦
」
を
９
月
28
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
６
月
８
日
に
続
い
て
今

回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
は
、
町
内
の
企

業
や
団
体
・
個
人
合
わ
せ
て
５
４
０
人

が
参
加
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
草
刈
機
や
鎌
等
の
道
具
を
持
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
割
当
区
域
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
約
２
時
間
、
城
山
に
草
刈
機

の
軽
や
か
な
エ
ン
ジ
ン
音
が
響
き
渡

り
、
城
跡
を
覆
う
雑
草
や
落
葉
・
ゴ
ミ

等
が
取
り
除
か
れ
て
、
見
違
え
る
ほ
ど

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
城
山
は
き
れ
い
に
な
る
し
、
昔
の

知
り
合
い
に
は
久
し
ぶ
り
に
会
え
た

し
、（
ク
リ
ー
ン
作
戦
も
）
た
ま
に
は
え

え
な
ぁ
。」と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
田
丸
城
跡
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
単
な
る
清
掃
活
動
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
み
な
さ
ん

と
一
緒
に
継
続
し
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今 Ta
m

a
k

i To
w

n
 R

ep
o

rt
注
目
の
話
題 

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

「
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
」
が

提
言
書
を
提
出

月
22
日
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会

議
（
会
長：

岡
野
信
也
）
か
ら

『
人
づ
く
り
』『
収
納
率
向
上
対
策
』
に

つ
い
て
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

『
人
づ
く
り
』
で
は
、「
地
域
づ
く

り
を
支
え
る
人
づ
く
り
」
を
目
指
す
方

向
と
し
、
当
面
の
人
材
育
成
手
段
と
し

て
①
市
民
大
学
の
設
置
　
②
食
農
教
育

の
推
進
　
③
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
に
よ

る
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
あ

り
方
、
具
体
例
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

『
収
納
率
向

上
対
策
』
で

は
、
自
主
・

自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
を

実
現
す
る
に
は
健
全
な
財
政
運
営
が
不

可
欠
で
、
収
納
率
の
低
下
は
町
政
不
信

を
招
く
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

町
の
取
組
み
を
評
価
し
た
上
で
欠
損
処

分
と
な
ら
な
い
よ
う
、
法
的
収
納
の
強

化
も
含
め
、
収
納
率
１
０
０
％
を
目
指

し
て
、
更
な
る
態
勢
強
化
が
必
要
と
し

て
い
ま
す
。

提
言
を
受
け
取
っ
た
町
長
は
「
い
た

だ
い
た
提
言
を
尊
重
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
委
員

は
こ
の
提
言
を
も
っ
て
２
年
間
の
任
期

を
終
了
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
み
な
さ

ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

９

意見交換する委員

提言内容を説明する会長と副会長

第
５
回
玉
城
町
長
杯

囲
碁
大
会
結
果

月
28
日
、
第
５
回
玉
城
町
長
杯

囲
碁
大
会
（
町
文
化
協
会
玉
城

碁
会
主
催
）
が
保
健
福
祉
会
館
で
開
催

さ
れ
、
小
学
生
10
人
を
含
む
29
人
が
参

加
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
Ａ
（
有
段
者
）
・
Ｂ
（
一

級
以
下
）
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
５
局
を

戦
い
、
次
の
方
々
が
優
秀
な
成
績
を
お

さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

Ａ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
野
田
吉
之
（
明
和
町
）

準
優
勝
　
谷
村
和
郎
（
多
気
町
）

３
　
位
　
大
松
敏
雄
（
松
阪
市
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優
　
勝
　
杉
本
　
護
（
明
和
町
）

準
優
勝
　
加
納
秀
郎
（
岡
　
村
）

３
　
位
　
中
西
文
一
（
多
気
町
）

９
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交
通
安
全
願
い

２
２
６
点
応
募

月
22
日
、
役
場
住
民
ホ
ー
ル
で

伊
勢
地
区
交
通
安
全
協
会
玉
城

支
部
主
催
の
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
応
募
数
２
２
６
点
か
ら

最
優
秀
・
優
秀
・
優
良
賞
に
選
ば
れ
た

18
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
み
な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

月
15
日
の
「
敬
老
の
日
」
を
前

に
12
日
、
辻
村
町
長
が
町
内
の

高
齢
者
を
訪
問
し
、
記
念
品
や
花
束
を

贈
呈
し
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は

次
の
方
々
で
す
（
年
齢
は
訪
問
時
）。

９

中学校
学年

最優秀賞 ２年Ｃ組 坂本
さかもと

直也
な お や

優秀賞 １年Ｃ組 中西
なかにし

優希
ゆ う き

優秀賞 ２年Ｂ組 中西
なかにし

麻純
ま す み

小学校

学校 学年

最優秀賞 外城田小 4 奥野
お く の

紗加
す ず か

優秀賞 有田小 3 山中
やまなか

将永
まさのり

優秀賞 外城田小 4 岡村
おかむら

留里
る り

優秀賞 有田小 5 森
もり

絵菜
え な

優秀賞 有田小 6 西濱
にしはま

晴華
は る か

〈敬称略〉

会長から表彰される受賞者

「
敬
老
の
日
」

ご
長
寿
を
祝
い
町
長
が
高
齢
者
を
訪
問

平成20年度交通安全ポスターコンクール受賞者 ９

100歳　内山まつへ様（山岡）100歳　村田きく江様（佐田）

99歳　岩 たまへ様（岩出）

小学校　奥野紗加さん

中学校　坂本直也さん

〈
最
優
秀
賞
作
品
〉
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「
9
月
17
日
議
決
」

▼
工
事
請
負
契
約
の
変
更

田
丸
小
学
校
空
調
防
音
工
事

「
9
月
29
日
議
決
」

▼
平
成
19
年
度
玉
城
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

病
院
事
業
会
計
決
算

水
道
事
業
会
計
決
算

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
決
算

下
水
道
事
業
会
計
決
算

右
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
７
〜

13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
議

員
報
酬
に
関
連
す
る
規
定
に
つ
い
て
条

文
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

病
院
関
係
職
員
及
び
介
護
老
人
保
健

施
設
職
員
の
定
数
を
関
係
法
令
に
定
め

ら
れ
た
基
準
と
す
る
た
め
、
町
長
事
務

部
局
定
数
1
7
7
人
を
2
0
1
人
に
改

正
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

三
重
県
の
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

見
直
し
に
伴
い
、
改
正
を
行
っ
た
も
の

平
成
20
年
第
5
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
9
月
17
日
、
開
会
し
、
各
会
計

決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
平
成
20
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
24
議
案

を
上
程
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
29
日
閉
会
し
ま
し
た
。

●
平
成
19
年
度

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
決
算
の
認
定

●
条
例
の
制
定
・
改
正

●
平
成
20
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
　
24
議
案
原
案
可
決

平
成
20
年
　
第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

ひと + まち + くらし 

ウォッチング 

で
、
主
な
内
容
と
し
て
は
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方
の
入
院
費
用

を
助
成
す
る
も
の
と
、
入
院
時
の
食
事

療
養
費
助
成
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▼
度
会
土
地
開
発
公
社
定
款
の
変
更
に

つ
い
て

郵
政
民
営
化
に
伴
う
標
記
の
変
更
と

民
法
の
改
正
に
よ
る
定
款
の
変
更
を
行

な
い
ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
　
補

正
予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い
て

総
額
９
千
２
８
１
万
８
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
43
億
７
千
９
０
０
万

円
と
し
ま
し
た
。

総
務
費：

庁
舎
空
調
設
備
改
修
工
事

徴
税
費：

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
シ
ス
テ
ム

改
修
、
e
L-

t
a
x
導
入
の
た
め
の

電
算
委
託
料

民
生
費：

パ
ー
ト
保
育
士
賃
金
の
増
額

農
林
水
産
費：

農
道
台
帳
作
成
委
託

料
、
町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金
の

増
額

土
木
費：

地
元
要
望
に
対
応
す
る
た

め
の
道
路
維
持
修
繕
費
、
道
路
新
設

改
良
工
事
請
負
費
等
の
増
額
、
城
東

団
地
の
ガ
ス
管
布
設
替
工
事
請
負
費

え
　
る
　
　
　
た
っ
　
く
　
す
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会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

前
年
度
の
事
業
精
算
を
行
い
償
還
金

が
発
生
し
た
た
め
、
予
算
調
整
を
行
い
、

総
額
８
３
２
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
８
億
２
千
２
７
３
万
３
千
円

と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て

収
益
的
収
入
で
39
万
９
千
円
の
増

額
、
支
出
で
営
業
費
用
３
６
８
万
２
千

円
の
増
額
と
営
業
外
費
用
で
１
４
１
万

２
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
資
本

的
収
入
で
は
、
分
担
金
３
千
２
５
９
万

５
千
円
を
増
額
し
、
資
本
的
支
出
で
は

水
道
拡
張
費
で
８
万
５
千
円
を
増
額
し

ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

収
益
的
収
入
で
県
補
助
金
４
万
５
千

円
の
減
額
、
収
益
的
支
出
で
処
理
場
費

80
万
５
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た

資
本
的
収
入
で
、
負
担
金
と
雑
収
益
６

２
２
万
５
千
円
を
増
額
し
、
支
出
で
施

設
費
の
増
額
と
支
払
利
息
の
減
額
で
差

引
き
２
８
３
万
円
の
減
額
を
し
ま
し

た
。

※
各
会
計
に
お
い
て
４
月
以
降
の
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
を
行
い

ま
し
た
。

追
加
議
案

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
委
員

見
並
健
一
氏
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
後
任
委
員
と
し
て
、

玉
城
町
田
丸
２
３
２
番
地

山
口

や
ま
ぐ
ち

典
郎

の

り

お

氏
を
選
任
し
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補

充
員
の
選
挙
、
請
願
の
採
択
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
任
期
満

了
に
よ
り
改
選

（
任
期：

平
成
24
年
10
月
2
日
ま
で
）

●
委
員

・
中
西
　
功
典
（
元
町
）【
委
員
長
】

・
飯
嶌
　
正
行
（
世
古
）【
委
員
長
　

職
務
代
理
】

・
中
村
　
光
伸
（
曽
根
）

・
谷
口
惠
津
子
（
勝
田
）

●
補
充
員

・
谷
野
　
育
子
（
岩
出
）

・
新
谷
　
溥
之
（
矢
野
）

・
小
林
　
弘
幸
（
下
玉
川
）

・
上
村
美
智
子
（
大
手
町
）

〈
敬
称
略
〉

教
育
費：

有
田
小
学
校
の
外
構
及
び

田
丸
小
学
校
通
学
路
の
安
全
確
保
の

た
め
の
工
事
請
負
費
、
屋
内
体
育
館

の
耐
震
診
断
委
託
料
、
町
営
プ
ー
ル

の
ろ
過
機
等
の
改
修
工
事
請
負
費

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ

い
て前

年
度
の
事
業
精
算
な
ど
を
行
い
、

総
額
２
１
６
万
１
千
円
を
増
額
し
、
予

算
総
額
を
12
億
４
千
１
７
０
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

歳
入
、
歳
出
に
お
い
て
予
算
調
整
を

行
い
、
総
額
21
万
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
１
億
３
千
８
１
８
万
円
と
し
ま

し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

に
つ
い
て

来
年
度
設
置
予
定
の
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
設
置
工
事
を
本
年
度
に
実
施
す
る

た
め
関
連
す
る
予
算
の
補
正
行
い
、
１

千
２
７
０
万
７
千
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
2
億
6
千
９
５
４
万
9
千
円
と

し
ま
し
た
。

▼
平
成
20
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別

秋
本
番
と
な
り
、
皆
様
方
に
は

益
々
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
皆
様
方
の
ご
推
薦
を

い
た
だ
き
、
10
月
10
日
に
教
育
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職
務
の
重
大

さ
を
考
え
ま
す
と
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
、
学
校
で
は
「
ゆ
と
り
教
育
」

を
見
直
し
、
来
年
度
か
ら
一
部
実
施

さ
れ
る
、
学
力
に
重
点
を
置
い
た
新

学
習
指
導
要
領
は
、
教
育
の
「
第
五

の
教
育
改
革
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
、
児
童
・

生
徒
が
、
学
習
で
き
る
環
境
の
整
備

が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
方
が
、
歴
史

的
に
伝
統
あ
る
玉
城
町
で
、
明
る
く

楽
し
く
、
健
康
で
、
生
き
が
い
を
持

ち
な
が
ら
生
活
で
き
る
生
涯
学
習

や
、
社
会
教
育
の
充
実
、
地
域
の
伝

統
文
化
の
伝
承
等
、
教
育
委
員
会
が

担
っ
て
い
く
べ
き
課
題
は
多
く
、
責

任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
、
皆
様
方
か
ら
、
暖
か
い

ご
支
援
と
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

教
育
長
新
任
あ
い
さ
つ

山口
やまぐち

典郎
の り お

教育長
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●平成19年度　企業会計別決算（単位：円）

【病院事業会計】 
●収益的収支 

収　入 

支　出 

【水道事業会計】 【介護老人保健施設事業会計】 【下水道事業会計】 

●資本的収支 

収　入 

支　出 

●収益的収支 

収　入 

支　出 

●資本的収支 

収　入 

支　出 

●収益的収支 

収　入 

支　出 

●資本的収支 

収　入 

支　出 

●収益的収支 

収　入 

支　出 

●資本的収支 

収　入 

支　出 

611,333,219 

578,519,476 

32,813,743

28,610,000 

39,935,955 

-11,325,955 

320,993,626 

221,939,527 

99,054,099

166,922,810 

274,786,697 

-107,863,887 

330,897,808 

318,871,870 

12,025,938

11,972,601 

19,904,469 

-7,931,868

118,925,543 

158,346,998 

-39,421,455

929,100,000 

976,990,128 

-47,890,128

平
成
19
年
度
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革

に
よ
り
、
所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源

移
譲
に
よ
る
町
民
税
の
増
収
は
あ
る
も
の

の
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
削
減
な
ど

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
玉
城
町
は
第
４

次
総
合
計
画
を
踏
ま
え
町
民
の
み
な
さ
ん

が
、
安
心
と
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
元

気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
歳
入
７
・
９
％
の
増
、
歳
出

６
・
８
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
増
加

の
要
因
と
し
て
は
、
歳
入
で
は
、
法
人
町

民
税
、
地
方
交
付
税
の
増
額
、
歳
出
で
は
、

基
金
積
立
金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

経
常
収
支
比
率
に
お
き
ま
し
て
は
76
・

８
％
で
前
年
度
よ
り
23
・
９
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
、
公
債
費
比
率
は
11
・
２
％
で
前
年

度
を
０
・
７
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
　
決
算

平
成
19
年
度
（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
20
年
３
月
31
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町
議
会

９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
あ
わ
せ
、
歳
入
が
80
億
８
７
９
万
９
千
３
２
４
円
、
歳
出
が
79
億
１
千

５
６
０
万
９
千
５
３
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【過去５年間の一般会計決算の推移】 

60

4,887,688 
4,682,943 

歳入 

歳出 

4,712,206 
4,571,148 

4,312,238 
4,099,454

4,304,568 
4,193,303

4,642,894 
4,477,485

H15 
H16 

H17 H18 
H19 

単位：年度・千円（千円未満四捨五入） 
億円 

55

50

45

40

35

30

25

●
玉
城
中
学
校
空
調
設
備
が
完
成

【
メ
モ
】

◆
経
常
収
支
比
率：

財
政
の
弾
力
性
な

い
し
健
全
性
を
測
定
す
る
の
に
用
い

る
指
標
。
経
常
収
支
比
率
の
70
〜

80
％
が
よ
し
と
さ
れ
て
い
る
。

◆
公
債
費
比
率：

公
債
費
（
元
金
と
利

子
の
合
計
）
の
一
般
財
源
に
占
め
る

割
合
。
低
い
方
が
よ
い
。

◆
財
政
力
指
数：

標
準
的
な
行
政
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
一
般
財
源
の

う
ち
、
ど
の
程
度
、
税
収
な
ど
で
賄

え
る
か
を
示
し
た
指
数
。
３
年
間
の

平
均
値
。
数
値
が
１
・
０
以
上
に
な

る
と
、
事
業
は
す
べ
て
自
主
財
源
で

賄
え
、き
わ
め
て
財
政
力
の
強
い
団
体

と
い
え
る
。

財
政
力
指
数
は
、
０
・
７
６
３
％
で
前
年

度
よ
り
０
・
０
３
９
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
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町民税の内訳 

町税の内訳 

●投資的経費 

●人件費 

●扶助費 

  

【平成19年度　会計別決算】 

歳入決算 

歳出決算 

（単位：円） 

道路等基盤整備や学校などの公共施設の整 
備に要する経費など 

議員等報酬、給料、職員手当など 

各種法令に基づき支給される社会保障経費など 

会計区分 歳　入 歳　出 差　引　額 
●一般会計 
●特別会計 
　国民健康保険 
　住宅新築資金等貸付事業 
　老人保健 
　山村振興事業 
　農業集落排水事業 
　介護保険 

計 

4,642,893,831  
 

1,283,383,201  
5,354,756  

944,385,605  
54,147,166  
261,326,767  
817,307,998  
8,008,799,324 

4,477,484,711  
 

1,302,963,725  
35,031,515  
977,365,187  
52,826,683  
260,143,948  
809,793,767  
7,915,609,536 

165,409,120 
 

-19,580,524 
-29,676,759 
-32,979,582 
1,320,483 
1,182,819 
7,514,231 
93,189,788

（款別） 

（款別） 

歳出決算 （普通会計性質別） 
人件費 

平成19年度性質別決算額　4,515,740千円 

歳出合計　4,477,484,711円 

歳入合計　4,642,893,831円 

1,015,637 千円　22.5%

投資的経費 

533,077千円　11.8%

地方交付税 

974,069千円　21.0%

町債 

61,300千円　1.3%

町民税 

1,409,827千円　56.8%

国有提供施設等交付金 532千円 

寄附金 3,078千円 

財産収入 22,339千円 

交通安全対策特別交付金 2,952千円 

配当割交付金 9,064千円 

株式等譲渡所得割交付金 6,874千円 

利子割交付金 9,088千円 

ゴルフ場利用税交付金 7,890千円 

使用料及手数料 

33,406千円　0.7%

議会費 

71,711千円　1.6%

商工費 

82,548千円　1.8%

物件費 

650,369千円　14.4%

公債費 

539,775千円　12.0%

繰出金 

312,045千円　6.9%

扶助費 

329,485千円　7.3%

積立金 

284,639千円　6.3%
維持補修費 

25,487千円　0.6%

投資及び出資金・貸付金 

15,500千円　0.3%

補助費等 

809,726千円　17.9%

個人 707,914千円 

法人 701,913千円 

民生費 

1,332,768千円　29.8%

公債費 

534,474千円　11.9%

総務費 

705,355千円　15.8%

町税 

2,484,157千円　53.5%

固定資産税 

932,833千円　37.6%

軽自動車税 

33,317千円　1.3%

たばこ税 

95,257千円　3.8%

入湯税 

12,923千円　0.5%

教育費 

408,679千円　9.1%

国庫支出金 

232,075千円　5.0%

県支出金 

197,347千円　4.3%

地方譲与税 

93,991千円　2.0%
分担金及負担金 

130,742千円　2.8%
地方消費税交付金 

134,618千円　2.9%

地方特例交付金 

28,572千円　0.6%

そ
の
他
の
内
訳
 

災害復旧費 50千円 
予備費 0円 

労働費 16,430千円 そ
の
他
の
 

内
訳
 

自動車取得税交付金 

60,946千円　1.3%諸収入 

73,590千円　1.6%
繰越金 

76,265千円　1.6%

衛生費 

304,179千円　6.8%

土木費 

315,786千円　7.1%

諸支出金 

291,552千円　6.5%

消防費 

198,350千円　4.4%

農林水産費 

215,602千円　4.8%
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【
玉
城
町
の
状
況
】

地
方
自
治
体
の
深
刻
な
財
政

悪
化
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ

た
。「

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
の
規

定
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
決
算

に
基
づ
く
玉
城
町
の
健
全
化
判

断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
）

及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
い
ず

れ
も
基
準
を
下
回
り
『
健
全
段

階
』
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow
n.tam

aki.m
i

e.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（単位：％） （単位：千円） 

実質赤字比率 
連結実質 
赤字比率 

実質 
公債費比率 

将来負担比率 
標準財政規模 
（千円） 

うち臨時財政 
対策債 

発行可能額 

早期健全化基準 

財政再生基準 

玉城町 11.2 56.5 3,398,802 182,513

15.0 20.0 25.0 350.0

20.0 40.0 35.0

（単位：％） 

下水道事業会計 水道事業会計 病院事業会計 
介護老人保健施設 
事業会計 

経営健全化基準 20.0 20.0 20.0 20.0

資金不足比率 資金不足なし 資金不足なし 資金不足なし 資金不足なし 

赤字なし 赤字なし 

財政再生団体 

財政健全化団体 

財政再生団体の計画目標 

・①は均衡する（0％）こと 
・②～④は早期健全化基準を 
v下回ること 

0％ 

①実質赤字比率 

②連結実質赤字比率 

③実質公債費比率 

④将来負担比率 

早期健全化基準 

早期健全化段階 

財政再生基準 

再生段階 

実質赤字比率 
0％ 

財政健全化団体の計画目標 

・①は均衡する（0％）こと 
・②～④は早期健全化基準を 
・下回ること ②～④ 

②～④ 

① 

① 

【財政健全化判断比率の範囲】

地
方
公
共
団
体 

賃
金
不
足
比
率 

一
般
会
計
等 

公
営
事
業
会
計 

実
質
赤
字
比
率 

連
結
実
質
赤
字
比
率 

実
質
公
債
費
比
率 

将
来
負
担
比
率 

一般会計 

一部事務組合・広域連合 

※公営企業会計 
　ごとに算定 

地方公社・第三セクター等 

特別会計 

うち 
公営企業 
会計 

玉
城
町
の
『
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等
』

の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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T a m a k i  T o p i c s

平
成
19
年
度
に
こ
ん
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

平
成
19
年
度
の
決
算
が
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

玉
城
中
学
校
空
調
設
備
工
事
を
は
じ
め
と
し
て
道
路
維
持
修
繕
事
業
・
道
路
新
設
改
良
町
単
事

業
や
消
防
防
災
、
福
祉
環
境
と
い
っ
た
多
方
面
で
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、

平
成
19
年
度
の
決
算
の
中
で
、
一
般
会
計
に
み
る
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【総務課】
施　　策　　の　　成　　果

今後の庁舎の老朽化に備えるとともに、維持管理

費用もかさむ恐れがあるため、庁舎を適正に使用で

きるように保ち、役場の業務に支障をきたさないよ

う空調送風機の整備を行った。

消防活動、救急活動を伊勢広域消防本部へ委託し、

消防防災の維持・安定を図った。

前年度決算額より920万7千円増となっているが、

発行額の抑制により6,140万円の発行となり、償還額

を大きく下回わり、年度末残高は減少している。今

年度発行の主なものは、農林関係の県営事業負担金

の5,940万円で、減額の主な要因は、臨時財政対策債

（1億8,250万円）を発行しなかったことが主なもので

ある。また、今年度は補償金免除繰上償還161万1千

円を含んでいる。

今年度末の地方債の残高は、4億4,959万8千円減の

41億3,202万1千円となり、前年度に引き続き減少し

ている。

玉城病院は地域包括医療を実践し、併設のケアハ

イツ玉城及び健康管理センターと連携を取りながら、

医療・保健・福祉・介護の総合的、一体的なサービ

ス提供を展開。一般会計から負担金（46,169千円）、

運営補助金（70,102千円）、建設改良負担金（3,955

千円）、建設改良補助金（3,124千円）、企業債償還元

金負担金（20,989千円）として、また、前年度繰越

欠損金の処理として特別利益15,000千円の繰出しを

行い、経営の安定化を図った。

平成19年度は、全面改築後３年目、新たに本泉院

長を迎え職員一同努力し、業務量においては外来予

定量23,867人に対し実績24,242人、入院予定量

16,661人に対し実績16,905人となった。

事業会計の決算として、収益的収支では一般会計

繰出金を含む収入決算額593,730千円、支出決算額

575,956千円で17,774千円の経常利益で、特別利益

15,000千円を含む純利益は32,774千円となり、資本

的収支では一般会計繰出金を含む決算額28,610千円、

支出決算額39,936千円となり、資本的収支に不足す

る額11,326千円は過年度分損益勘定留保資金で補て

んした。

決算額

3,570

177,227

449,599

84,876

159,339

事業名

玉城町役場庁舎

ダクト清掃工事

広域消防委託経費

元金経費

利子経費

病院事業会計繰出金

【税務住民課】
施　　策　　の　　成　　果

戸籍事務の効率化、省力化、正確性・安全性の確保を図り、迅速かつ正確な

窓口サービスの促進に努めた。また、近隣市町及び転入転出市町との内容確認

においてもスムーズな対応ができることから、事務効率化が図れた。例えば、

婚姻届の発行についてコンピュータ化前には、戸籍ができるまでの所要時間が

1時間30分程度かかったものがコンピュータ化後には20分程度で完了できた。

町管理の住民基本４情報を国県の機関等と共有することにより、住民サービ

スの向上と行政の効率化を図った。例えば、システム導入前の転入転出の確認

確定作業は紙ベースの郵送等の事務が必要であったが、システム導入後におい

ては、本人申請による事項を入力することにより、その情報がネットワークに

より他市町で確認でき事務の効率化が図れている。また、他市町において、住

民票が取得できることも、このシステムによるものである。

決算額

5,068

1,490

事業名

戸籍コンピュータ
化事業

住民基本台帳ネッ
トワークシステム
事業

単位：千円

単位：千円
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施　　策　　の　　成　　果
保健福祉会館を拠点に公共施設・商業施設・病院を結ぶ福祉バスを走らせることに

より、高齢者の活動機会の増大、通院の不便さの解消、買い物便の確保、児童・生徒
の図書館等の便の確保など、交通弱者に対する公共交通手段の確保を行った。また、
伊勢市コミュニティバス路線と接続（伊勢市立小俣町図書館）することで地域間交流
や利用者の利便性の向上及び地域の活性化が図られた。（年間延べ利用者数　24,608人）
一定の要件を満たす12歳到達最初の３月31日までの間にある児童（小学校修了前の

児童）を養育し、定められた所得以下の者に児童手当を支給し、児童の健全育成を図
った。（受給者数　1,275人）
年間被保険者数＝3,197人
平成19年度加入手続者数＝339人

○児童保育事業
保護者が労働に従事したり、あるいは病気を患っている等の理由で、家庭で十分保

育をすることができない児童を、家庭の保護者にかわって保育し、児童の健全育成を
図った。（入所児童数　618人（Ｈ20.3.31現在））
○延長保育推進事業
早朝（午前７時30分から）と夜間（午後８時まで）の延長保育を実施し、仕事と家

庭の両立支援を行った。（平均利用者数　208人/月）
○障がい児保育事業
心身に障がいのある児童のため、保育士を補充する等、障がい児の処遇の向上と併

せて保育の充実を図った。（対象児　13人）
○乳児保育促進等事業
多様な保育ニーズに対応するため、０歳児保育を実施し、保育士を配置する等、保

育の充実を図った。（０歳児童数　18人（Ｈ20.3.31現在））
・特殊勤務手当（野犬捕獲等） 54頭
・菊狭間環境整備施設組合負担金（玉城・明和で構成、ごみ収集）
62,369千円

・伊勢広域環境組合負担金（1市3町で構成、ごみ処理・し尿処理・斎場）
114,652千円

決算額

9,293

134,973

8,225

520,815

177,075

事業名

福祉バス運行事業

児童手当支給事業

国民年金事業

保育所各種保育事業

保健衛生総務費事業

【生活福祉課】

施　　策　　の　　成　　果
玉城町中角・岩出地内農道舗装工事（L=360ｍ）を施工し、農道の機能を向上させ

るとともに安全の確保に努めた。
県営基幹水利施設補修事業（3,150千円）、県営かんがい排水事業（33,956千円）、経

営体育成基盤整備事業（32,727千円）に係る負担金であり、各事業とも営農の向上、
農業基盤の充実を目的とする。
土地改良区の実施する農業施設改修事業に対し補助金を交付し、施設の保全と営農

の向上を図った。

決算額

10,003

69,834

12,784

事業名

県単土地基盤整備事業

県営関連事業

土地改良区等補助金
事業

【農林商工課】

施　　策　　の　　成　　果
防衛庁の補助（6.5/10）を受け、外城田小学校への空調設備設置に係る実施設計を

行った。平成21年度に設置工事を行う予定である。
前年度に続き、防衛庁の補助（10/10）を受け、玉城中学校校舎に空調設備の設置

工事を行った（平成18、19年度継続事業）。

決算額

6,282

72,309

事業名
外城田小学校空調防
音事業
玉城中学校空調防音
事業

【教育委員会】

施　　策　　の　　成　　果
住民生活に密着した生活環境基盤整備として、支障がある箇所の整備および小規模

修繕工事を行った。
（概要）
・舗装工事　8路線　・側溝工事 16路線　・補修工事　5路線
・防護柵設置工事　1路線　・小規模補修工事　22箇所
住民生活に密着した道路の改良を行うことにより、機能の充実、生活基盤の整備を

進めた。
（概要）
・道路改良工事　5路線　・用地買収、支障物件補償、測量調査設計ほか
県道鳥羽松阪線から県道田丸停車場斎明線へのアクセス道路として重要な路線であ

るが、幅員が狭小で乗用車の相互通行も出来ないため国の補助を受けて整備を進めて
いる。
（概要）
改良工事　L=204.0m、用地買収　2件

決算額

83,364

83,594

29,135

事業名

道路維持修繕事業

道路新設改良町単事業

地方道路整備交付金
事業中楽朝久田線

【建設産業課】

T a m a k i  T o p i c s

単位：千円

単位：千円

単位：千円

単位：千円
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11
November

お
知
ら
せ
広
場 

In
fo

rm
a

tio
n

11
月
９
〜
15
日
は

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

総
務
課
　
（
５
８
）
８
２
０
０

伊
勢
市
消
防
本
部
　
予
防
課
　
（
２
５
）
１
２
６
８

毎
年
恒
例
の
火
災
予
防
運
動
が
11
月
９
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
火
の
元
に
は
十
分
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

【
重
点
目
標
】

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

②
放
火
火
災
の
連
続
放
火
火
災
防
止
対
策
の
推
進

③
不
特
定
多
数
の
出
入
り
す
る
防
火
対
象
物
に
お
け
る

防
火
安
全
対
策
の
徹
底

消
防
団
で
は
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
て

町
内
巡
回
パ
レ
ー
ド
（
11
月
８
日
予
定
）、
期
間
中
に

夜
間
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

I n f o r m a t i o n  11 - N o v e m b e r -

社
協
た
よ
り

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
５
８
）
６
９
１
５

【
社
会
福
祉
協
議
会
】

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
に
ち

11
月
10
日
（
月
）
・
20
日
（
木
）
・
30
日
（
日
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ
　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
に
ち

11
月
12
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
内
　
容

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ま
つ
り

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

■
11
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
に
ち

11
月
21
日
（
金
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
対
象
者

０
〜
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場
　
所

保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

▼
日
に
ち

11
月
５
・
19
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
後
４
時
〜
４
時
30
分

▼
場
　
所

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
に
ち

11
月
12
・
26
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
後
３
時
45
分
〜
４
時
15
分

▼
場
　
所

梅
が
お
か
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子
さ
ん

（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ブ
レ
ス
」
巡
回
相
談

生
活
福
祉
課
　
（
５
８
）
８
２
０
３

▼
日
に
ち

11
月
12
・
26
日
（
水
）

▼
時
　
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
場
　
所

町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
相
談
窓
口
開
設

農
林
商
工
課
　
（
５
８
）
８
２
０
４

多
重
債
務
に
陥
っ
て
い
る
人
の
債
務
整
理
や
生
活
再

建
の
た
め
の
相
談
窓
口
を
役
場
、
農
林
商
工
課
内
に
開

設
い
た
し
ま
し
た
。

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
の
、
相
談
ア
シ
ス
ト
を
秘

密
厳
守
で
致
し
ま
す
。

農
林
商
工
課
へ
御
来
庁
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
電
話

く
だ
さ
い
。



保健（母子） 

子育て 

保健（成人） 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

該当児には個 
人通知します。 

11月10日
(月)

７カ月児相談 13：00～13：15 
(受付時間） 

保健福祉会館 

はな♪はな♪おはなし
会さんの絵本の読み聞
かせ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談 

平成20年4月16
日～5月15日生
まれのお子さん 

― 

11月12日
(水） 

11月26日
（水） 

11月10日
(月) 
27日 
（木） 

12：50～13：20 
（受付時間） 

10：20～11：30

保健福祉会館 

小児科健診・歯科健診・
身体計測・検尿・問診
など 

平成19年3月1日
～4月30日生まれ
のお子さん 
前回未受診のお子さん 

― 
該当児には個 
人通知します。 

【10日】　  
10：00～11：30 
【27日】  
10：00～11：30 
13：00～14：30

保健福祉会館 

保健福祉会館 

身体計測・離乳食や子
育て全般に関する相談・
おっぱい相談（27日午
前のみ） 

幼児食についての講話・
実習と試食・絵本の読み
聞かせ 

生後2カ月～
未就園のお子
さん 

1歳6カ月～2歳
6カ月までの未
就園のお子さん 

― 

要 

1歳6カ月児 
健康診査 

乳幼児相談 

幼児食教室 

おっぱい相談
のみ要予約。 
母子手帳をお
持ちください。 

母子手帳をお
持ちください。 

子育て支援＆保健事業カレンダー　健康管理センター（58）7373

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 

定員：20組  
雨天：保健福祉 
会館で遊びます 
 

11月６日
(木） 

２歳児のお子さん
集まれー！ 10：30～11：30 宮リバー公園 

宮リバー公園へ遠足
に行きます。 

H17.4.2～18.4.1
生まれのお子さ
ん 

要 

11月19日
(水） 

毎週 
月～金曜日 

10：30～11：30 保健福祉会館 野菜スタンプ遊び 
０・１歳のお子
さん 

― 
汚れてもいい服装 
で来てください。 

10：00～15：00

保健福祉会館 
（幼児児童福祉 
 室） 

こどもたちが、自由に
遊びながら、親子、親同
士が楽しくふれあう場
です。その他、子育ての
相談など 

子育て中の親
子（おじいちゃ
ん・おばあちゃ
んも大歓迎） 

― 

０．１ひろば 

子育て支援 
タイム 
「にこにこ」 

土・日・祝日は
休み 

11月６日
(木） 健康相談 9：30～11：30 保健福祉会館 

血圧測定、検尿、健康
に関する相談 

40歳以上の方 ― 

11月10・17日
(月)

毎週 
火・金曜日
第2土曜日 

11月25日
(火） 

10：00～11：30

火・金 
13：30～16：45 
土　  
9：00～11：45

保健福祉会館 

手遊び、レクリエーシ
ョン、簡単なストレッ
チ体操、「わ」クラブに
よる体操など 

40歳以上の方 ― 

10：00～11：30 保健福祉会館 

玉城病院 

健診の結果をもとにし
た相談 

【40歳以上】  
マンモグラフィ検診・超
音波検診・医師の視触診
【30～39歳】  
超音波検診・医師の視触診 

40歳以上の方 

30歳以上の 
女性 

― 

要 

いきいき 
クラブ 

健診後相談 

個別 
乳がん検診 

健診結果を必ず
ご持参ください。 

12月3日 
(水） 

8：30～（25人）
9：30～（20人） 

保健福祉会館 
※集団検診 

エックス線撮影  
（バリウムを飲みます） 40歳以上の方 要 胃がん検診 

【料金】900円 
申込受付：11月
4日（火）～ 

12月3日 
(水） 

13：00～（35人） 
14：00～(35人） 

保健福祉会館 
※集団検診 

子宮頸部の細胞診 
20歳以上の 
女性 

要 子宮がん検診 

【料金】800円 
申込受付：11月4日
（火）～ 
※託児の必要な方は、申
込時にお知らせください 

【料金】  
40歳以上：1,200円
30～39歳：700円
年度内は1人1回
に限ります。 

12月3日
(水） 

13：00～（25人） 
14：00～(25人） 

保健福祉会館 
※集団検診 

超音波検診 
30歳以上の 
女性 

要 乳がん検診 

【料金】700円 
申込受付：11月4日
（火）～ 
※託児の必要な方は、申
込時にお知らせください 

 日にち 事業名 時　間 場　所 内　容 対　象 申込 備　考 
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ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

検
察
審
査
会

伊
勢
検
察
審
査
会
事
務
局
（
２
８
）
３
１
３
５

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の
犯
罪
の
被
害
に

あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の

加
害
者
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を

お
持
ち
の
方
の
た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。
費

用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

検
察
審
査
会
で
は
選
挙
権
を
有
す
る
一
般
国
民
の
中

か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、

検
察
官
が
加
害
者
を
起
訴
し
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
し
あ

し
を
審
査
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
検
察
審
査
会
事
務
局
へ
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

夏の暑さと、秋の涼しさが行ったりきた

りで、体調を崩しやすい時期であります。

十分ご注意ください。

先日、保育所、小中学校の運動会に参加

しました。親子競技に参加する親子の“表

情”には、何ともいえないほほえましさを

感じました。親のぬくもりを感じて、大き

く育ってくれると確信した次第でありま

す。有田小学校では、大人の地区対抗リレ

ーが復活し、大変盛り上がりました。私も

選手として出場、練習不足のせいか、あわ

や転倒の場面もあり、日頃の運動不足や体

を鍛えておくことの大切さを痛感しまし

た。町内の子供たちや地域の方々が参加し、

力いっぱい楽しむ機会を大切にして欲しい

ものであります。

9月23日 午後7時30分、暗闇の田丸城跡

で天守跡や本丸広場をステージとして演じ

られた舞台芸術「新装四ツ谷怪談」には

300人を超える観客が訪れ、大成功であり

ました。多くの観客が田丸城跡の魅力を再

発見いただいたのではないかと感じていま

す。全国ツアーの中に玉城町を選んでいた

だいた第7劇場の皆さまに厚くお礼申し上

げます。

10月10日に、山口典郎氏を新しい教育

長に迎えました。14年にわたり教育行政を

支えていただいた見並健一氏に心より感謝

申し上げるとともに、山口教育長の活躍を

期待するものでありあります。

町長

コラム
町長

コラム

COLUMN in November,2008

平成20年10月10日　町長室にて

玉城町長

民
事
介
入
暴
力
巡
回
法
律
相
談
開
催

暴
力
追
放
三
重
県
民
セ
ン
タ
ー

０
５
９
（
２
２
９
）
２
１
４
０

県
警
本
部
刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
課

０
５
９
（
２
２
２
）
０
１
１
０

▼
日
に
ち

11
月
18
日
（
火
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
　
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
い
せ
ト
ピ
ア

（
伊
勢
市
黒
瀬
町
５
６
２
―
１
２
）

▼
内
　
容

暴
力
団
と
の
民
事
ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
団
の

不
法
行
為
な
ど

※
相
談
無
料

食
品
表
示
１
１
０
番

食
品
表
示
に
対
す
る
消
費
者
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
や
、
食
品
表
示
の
一
層
の
適
正
化
を

図
る
観
点
か
ら
、
広
く
国
民
か
ら
食
品
の
表
示
に

つ
い
て
情
報
提
供
や
問
合
せ
を
受
け
る
た
め
の
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

東
海
農
政
局
三
重
農
政
事
務
所

０
５
９
（
２
２
８
）
３
１
５
３

三
重
県
農
水
産
物
安
全
室

０
５
９
（
２
２
４
）
２
４
９
７
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町立保育所園庭開放のご案内
11月５日（水）午前中（田丸保育所・有田保育所）
11月19日（水）午前中（外城田保育所・下外城田保育所）

※お問合せは、それぞれの保育所へお願いします。
外城田 58-3925 田丸　　　58-3077
有田 58-4411 下外城田　58-4932

ど
ん
ぐ
り
を
見
つ
け
た
り
、
赤
や
黄
に
色
づ

い
た
葉
っ
ぱ
を
ひ
ろ
っ
た
り
と
、
お
子
さ
ん
と

秋
を
感
じ
て
お
ら
れ
ま
す
か
？
今
回
は
「
き
ょ

う
だ
い
ゲ
ン
カ
や
、
上
の
子
が
下
の
子
を
い
じ

め
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
下
の
子
が
生
ま
れ
る
と
き
に
一
番

気
が
か
り
な
の
は
、
上
の
子
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

う
ま
く
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て

く
れ
る
か
な
？
と
ど
の
親
で
も
思
う
も
の
で
す
。

上
の
子
に
と
っ
て
こ
こ
は
必
ず
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
う
ま
く
乗
り
越

え
ら
れ
る
よ
う
に
手
助
け
し
て
や
れ
る
と
い
い

で
す
ね
。

下
の
子
は
、
ま
だ
ま
だ
自
分
で
は
な
に
も
で

き
な
い
た
め
に
親
は
つ
い
下
の
子
の
ほ
う
に
体

も
心
も
い
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、

き
ょ
う
だ
い
を
育
て
る
と
き
に
は
、
で
き
る
だ

け
上
の
子
を
大
事
に
し
て
や
る
と
い
う
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
う
し
て
い
る
と
、
自
然
に
上
の

子
は
「
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
を
先
に
し
て
や
っ
て
」

と
自
立
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
上
の
子
か

ら
と
心
が
け
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
そ
う
す

れ
ば
上
の
子
は
親
か
ら
う
け
る
愛
情
に
あ
た
た

か
く
つ
つ
ま
れ
、
思
い
や
る
こ
と
を
学
ん
で
い

く
の
で
す
。

親
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
押
し
付
け
た
り
、

こ
ど
も
の
た
め
に
と
親
が
先
回
り
し
て
や
る
こ

と
で
は
な
く
、
こ
ど
も
が
そ
の
時
に
し
て
ほ
し

い
こ
と
、
た
と

え
ば
だ
っ
こ
し

て
、
わ
た
し
の

こ
と
見
て
、
話

を
聞
い
て
な
ど

を
心
を
込
め
て

し
て
や
れ
ば
そ
れ
で
十
分
で
す
。「
上
の
子
優
先
」

に
す
る
と
下
の
子
が
か
わ
い
そ
う
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
下
の
子
は
あ
と
か
ら
う

ま
れ
て
き
た
の
で
す
か
ら
、
上
の
子
が
先
で
も

「
そ
う
い
う
も
の
か
」
と
思
う
も
の
で
す
。

毎
日
繰
り
返
さ
れ
る
き
ょ
う
だ
い
ゲ
ン
カ
に

う
ん
ざ
り
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
き
ょ
う
だ
い
ゲ
ン
カ
は
ス
ポ
ー
ツ
み

た
い
な
も
の
で
す
。
う
ん
ざ
り
す
る
と
い
う
の

は
、
親
と
し
て
ケ
ン
カ
を
と
め
な
け
れ
ば
い
け

な
い
・
正
し
い
ほ
う
は
ど
ち
ら
か
、
ま
ち
が
っ

て
い
る
ほ
う
に
は
言
い
聞
か
せ
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
、
親
が
審
判
を
く
だ
さ
ね
ば
と
思
っ
て

い
る
か
ら
で
は
な
い
で
す
か
？
親
が
介
入
し
、

へ
た
に
価
値
判
断
を
す
る
と
よ
け
い
に
こ
じ
れ

ま
す
。
ご
自
分
の
小
さ
い
こ
ろ
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
だ
と
思
っ
て
見
守
る
こ
と

と
、
試
合
終
了
を
告
げ
れ
ば
い
い
と
思
う
と
少

し
は
気
が
楽
に
な
り
ま
す
よ
ね
。
試
合
終
了
は

頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、「
は
い
、
お
し
ま
い
」

と
言
っ
て
、
あ
と
は
怒
っ
た
り
説
教
を
し
た
り

し
な
い
で
、
お
や
つ
で
も
だ
し
て
気
分
転
換
し

て
や
り
ま
し
ょ
う
。
下
の
子
が
い
つ
も
負
け
て

い
る
の
で
、
い
じ
け
な
い
か
し
ら
と
心
配
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
や
な
ら
い
っ
し
ょ

に
遊
び
ま
せ
ん
よ
ね
。
お
し
ま
い
を
告
げ
て
も

ま
だ
下
の
子
を
か
ら
か
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
も

う
い
ち
ど
「
お
し
ま
い
よ
」
と
い
っ
て
、
し
か

り
つ
け
る
の
で
は
な
く
て
何
か
気
分
転
換
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
一
人
っ
子
の
お
子
さ
ん

も
き
ょ
う
だ
い
ゲ
ン
カ
で
き
る
よ
う
な
親
し
い

お
と
も
だ
ち
が
も
て
る
と
い
い
で
す
ね
。
そ
し

て
必
ず
き
ょ
う
だ
い
ゲ
ン
カ
を
し
な
く
な
る
時

期
が
き
ま
す
。
そ
し
て
そ
れ
は
決
し
て
遠
く
な

い
将
来
で
す
。

ご
相
談
な
ど
は

子
育
て
支
援
室
（
５
８
）
７
３
７
３
へ
お
気
軽
に

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

⑥
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文
化
祭
開
催

度
会
特
別
支
援
学
校
　
（
６
２
）
０
０
０
１

玉
城
わ
か
ば
学
園
　
（
５
８
）
３
５
９
７

【
度
会
特
別
支
援
学
校
】

▼
日
に
ち

11
月
８
日
（
土
）

▼
時
　
間

午
前
９
時
20
分
〜

▼
内
　
容

作
品
展
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
な
ど

【
玉
城
わ
か
ば
学
園
】

▼
日
に
ち

11
月
15
日
（
土
）

▼
時
　
間

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時

▼
内
　
容

学
習
発
表
、
児
童
・
生
徒
作
品
等
の
展

示
や
模
擬
店
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
な
ど

「
食
欲
の
秋
」
・
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
・
そ
し
て

「
読
書
の
秋
」
真
っ
只
中
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

玉
城
町
図
書
館
で
は
、
そ
ん
な
季
節
に
合
わ
せ
た

旬
の
本
・
話
題
の
本
を
取
り
揃
え
、
皆
さ
ん
の
ご
来

館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の

登
録
が
必
要
で
す
。

●
購
入
図
書

津
村
節
子
「
ふ
た
り
旅
」、
畠
中
　
恵
「
し
ゃ
ば
け
」
・

「
ぬ
し
さ
ま
へ
」、
津
端
英
子
他
「
キ
ラ
リ
と
、
お
し
ゃ

れ
」、
森
　
武
生
「
メ
ス
と
パ
レ
ッ
ト
Ⅱ
」、
平
野
　
文

「
築
地
魚
河
岸
嫁
ヨ
メ
日
記
」、
山
田
悠
介
「
オ
ー
ル
２
」、

宮
尾
登
美
子
「
錦
」、
五

十
嵐
貴
久
「
誘
拐
」、
誉

田
哲
也
「
武
士
道
セ
ブ

ン
テ
ィ
ー
ン
」、
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
フ
ェ
イ
ガ
ン

「
千
年
前
の
人
類
を
襲
っ

た
大
温
暖
化
」
、
永
江

朗
「
話
を
聞
く
技
術
！
」、

池
上
　
彰
「
伝
え
る
力
」、

山
本
ケ
イ
イ
チ
「
仕
事

が
で
き
る
人
は
な
ぜ
筋
ト
レ
を
す
る
の
か
」

（
児
童
書
）

上
橋
菜
穂
子
　
「
獣
の
奏
者
闘
蛇
編
Ⅰ
」

（
絵
　
本
）

松
橋
利
光
「
か
え
る
と
い
っ
し
ょ
」、
レ
オ
・
バ
ス
カ
ー

リ
ア
「
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
ー
　
い
の
ち
の
旅
」、
和
木

亮
子
「
み
ん
な
お
や
す
み
…
」、
リ
ラ
・
プ
ラ
ッ
プ
「
シ

マ
ウ
マ
し
ま
し
ま
な
ぜ
あ
る
の
？
」、
石
倉
欣
二
「
ね
こ

の
ゴ
ン
サ
」

（
健
　
康
）

石
井
直
方
他
「
ス
ロ
ト
レ
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ダ
イ

エ
ッ
ト
」、
石
原
結
實
「
石
原
結
實
の
体
を
温
め
て
病
気

を
治
す
レ
シ
ピ
」、
江
部
康
二
他
「
糖
質
制
限
食
　
秋
の

レ
シ
ピ
」

（
料
理
本
）

成
美
堂
出
版
「
具
だ
く
さ
ん
の
あ
っ
た
か
鍋
　
た
っ
ぷ

り
73
レ
シ
ピ
」

図
書
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
図
書
館
ま
で

（
予
算
、
内
容
に
照
ら
し
、
購
入
を
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
）。

玉
城
町
図
書
館
（
５
８
）
８
２
１
２

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

I n f o r m a t i o n  11 - N o v e m b e r -

第
10
回
環
境
学
習
会

伊
勢
広
域
環
境
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
３
８
）
２
８
０
０

テ
ー
マ

「
知
っ
て
お
こ
う
！

伊
勢
市
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
！
」

ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
！
生
ご
み
は
燃
や
さ
な
い
！

▼
日
に
ち
　
11
月
29
日
（
土
）

▼
時
　
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
　
所

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

▼
講
　
師
　
伊
勢
市
役
所
　
環
境
課
　
山
村
勇
さ
ん

※
申
込
み
は
不
要
で
す

ありがとう手帖 ありがとう手帖 ありがとう手帖 

《社会福祉協議会へ》
【9月6日】

●自治労三重県本部町村協議会様

50,000円

【9月16日】

●カラオケハウス真心様　7,269円

【10月2日】

●玉城健康教室一同様　100,000円
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有 料 広 告

越
訴

お

っ

そ

に
参
加
し
た
百
姓
た
ち
の
首
は
は
ね
ら
れ
な
か
っ
た
。

が
、
後
日
厳
し
い
「
御
吟
味

ぎ

ん

み

」
が
何
日
も
続
い
た
。
首
謀
者
の

追
及
で
あ
る
。
徒
党
を
仕
組
ん
だ
頭
立
ち
の
者
は
梟
首

き
ょ
う
し
ゅ

で
あ
る
。

斬
罪
に
処
せ
ら
れ
た
の
ち
、
首
を
晒さ

ら

す
の
で
あ
る
。
見
せ
し
め

の
た
め
で
あ
る
。

前
掲
の
と
お
り
、
古
記
抜
書
の
享
保
十
八
年
三
月
の
記
事
に

あ
る
よ
う
に
、
首
謀
者
と
し
て
、
四
疋
田
村
の
太
郎
兵
衛
と
河

田
村
の
伊
兵
衛
の
両
名
が
捕
ら
え
ら
れ
入
牢
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
推
測
す
る
に
、
こ
の
二
人
が
農
民
た
ち
の
後
ろ
に
あ
っ
て

事
前
の
計
画
を
取
り
仕
切
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

そ
の
取
り
調
べ
の
結
果
や
結
末
の
記
録
は
皆
無
で
あ
り
、
言
い

伝
え
も
消
え
去
っ
た
の
か
、
地
域
の
人
々
も
全
く
知
ら
な
い
と

言
う
こ
と
で
あ
る
。

二
百
六
十
年
余
の
永
い
歳
月
と
い
う
も
の
は
、
か
く
も
非
情

な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
命
を
捨
て
て
隣
人
を
救
お
う
と
し

た
崇
高
な
理
念
や
人
情
さ
え
も
押
し
流
す
。

江
戸
時
代
、
統
治
者
は
、
紀
伊
徳
川
家
の
重
要
施
策
に
つ
い

て
は
、
百
姓
や
町
人
へ
そ
の
趣
旨
を
周
知
す
る
た
め
、
人
通
り

の
多
い
街
角
や
村
の
四
つ
辻
な
ど
へ
高
札
を
立
て
た
。
田
丸
の

町
に
は
、
磁
石
橋
の
あ
る
町
の
一
角
に
あ
っ
た
。
そ
の
文
面
の

一
例
を
お
見
せ
す
る
。

定
さ
だ
め

何
事
に
よ
ら
ず
、
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
事
に
百
姓
大
勢
申

合
せ
候
を
徒
党

と

と

う

と
称
え
、
徒
党
し
て
強
い
て
願
い
事
企

つ
る
を
強
訴

ご

う

そ

と
い
ひ
、
あ
る
い
は
、
申
し
合
わ
せ
、
村

方
立
ち
退
き
候
を
逃
散

ち
ょ
う
さ
ん

と
申
。
前
々
よ
り
ご
法
度

は

っ

と

（
掟
・
禁
令
）
ニ
候
条
、
右
類
の
儀
こ
れ
あ
ら
ば
居
村
他

村
に
限
ら
ず
、
早
々
そ
の
筋
へ
申
出
べ
し
。
御
ほ
う
び

と
し
て

と
と
う
の
訴
人
　
銀
百
枚

ご
う
そ
の
訴
人
　
同
断
（
右
に
同
じ
）

て
う
さ
ん
の
訴
人
　
同
断

右
の
通
下
さ
れ
、
そ
の
品
に
よ
り
帯
刀
苗
字
も
御
免
あ

る
べ
し
。
一
旦
同
類
に
成
る
と
も
発
言
い
た
し
候
者
の

名
前
申
出
る
に
お
い
て
は
、
そ
の
科と

が

（
罪
）
を
ゆ
る
さ

れ
御
ほ
う
び
下
さ
る
べ
し
・
・
以
下
略

------------------------------------

あ
ま
り
に
も
有
名
な
文
言
で
あ
る
。

今
更
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
文
中
の
「
よ
ろ
し
か
ら
ざ

る
」
の
語
意
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

現
代
な
ら
ば
、
恐
ら
く
「
社
会
で
は
悪
と
考
え
ら
れ
る
」
と

言
う
意
味
に
解
釈
す
る
が
、
当
時
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

「
紀
伊
徳
川
家
で
決
め
て
あ
る
定

さ
だ
め

に
背
く
よ
う
な
」
と
言
う

意
味
で
あ
る
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
何
処
の
国
で
も
通
用
す
る
よ
う
な
、
普

遍
的
な
決
ま
り
で
は
な
い
。
衣
食
住
・
個
人
の
考
え
・
職
業
・

発
言
・
冠
婚
葬
祭
等
す
べ
て
に
わ
た
り
、
禁
令
が
あ
り
、
背
け

ば
咎と

が

め
と
な
る
の
で
あ
る
。
定
に
外
れ
る
と
、
即
座
に
役
所
へ

通
報
さ
れ
る
。
密
告
で
あ
る
。
従
っ
て
、
人
々
は
右
顧
左
眄

う

こ

さ

べ

ん

（
右
を
見
、
左
を
見
て
ま
よ
う
こ
と
）
し
て
、
周
囲
の
人
々
と

同
じ
よ
う
に
し
て
い
れ
ば
間
違
い
な
か
ろ
う
と
判
断
し
、
烏
合

の
衆
と
化
し
て
生
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
為
政

い

せ

い

者
に
は
都
合
の
良
い
人
々
が
育
成
さ
れ
る
。
何
処
の
国
に
お
い

て
も
、
封
建
制
度
の
色
彩
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
個
性
的
な
人

は
異
端
視
さ
れ
、
排
斥
さ
れ
村
八
分
の
烙
印
を
押
し
、
生
き
て

い
く
こ
と
を
封
じ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
統
治
者
は
楽
々
と
思
う
ま
ま
の
施
策
を

採
り
入
れ
て
領
内
を
治
め
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
身
分
に
嵌は

め
ら
れ
て
い
る
人
で
も
、

世
の
中
に
は
、
自
ず
か
ら
目
覚
め
て
、
人
の
道
を
歩
も
う
と
す

る
人
が
出
て
く
る
。

「
田
丸
城
古
記
抜
書
」
・
「
萬
歳
留

ま
ん
ざ
い
ど
め

」
・
「
中
村
次
郎
右
衛

門
日
記
」
等
の
文
書
の
な
か
に
は
、
数
多
く
の
「
出
奔
者

し
ゅ
っ
ぽ
ん
し
ゃ

」
の

記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
も
目
覚
め
た
人
々
で
あ
る
。

（
次
号
へ
続
く
）

【
原
作
提
供
者
　
加
納
利
和
】

目
覚
め
た
人
々
の
行
く
末
に
は
　
十
九
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T a m a k i  T o p i c s

南部自動車学校では、高校生の方の入校を受付しています。18歳
になっていない方でも誕生日の３ヶ月前から教習を開始でき、
誕生日が来たら仮免許証を取得できますので、スムーズな免許
取得にはお早目の入校をオススメします。  
詳しくは、各高校の生徒指導部に資料を請求してください。  
※高校生の方に限り、フリータイム料金31,500円を無料にさせていただきます。 

高校生のみなさんナンブへ行こう！ 
無料スクールバス  

玉城町内運行中！ 

〒519-0503　伊勢市小俣町元町1648-10  
 Web： http://www.safety-nanbu.com　　 

おかげさまで、平成19年度普通免許入校数三重

県No.１を達成いたしました。高校生の免許取得

も南部自動車学校におまかせください！  

※三重県指定自動車教習所協会発表の資料による。 

有 料 広 告

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）                  
10月25日～                  
・第2回ふるさと講演会                  
・第53回町民体育祭                  
・祖父母参観（田丸保育所）　　　　　　　など             
 11月1日～                                 
・親子遠足（有田保育所）                  
・戦没者追悼式　　　　　　　　　　　　など  
11月8日～                 
・アスピア玉城　秋まつり                  
・弓道教室修了式  　　   　　　　　　 など     
11月15日～ 
・第34回町民文化展            　  　　 　  など    

行政・広報番組、企画・特別編集番組など                 
11月1日～                  
・第2回ふるさと講演会　　　　　 　 　 など                     

11月16日～                                 
 ・田丸神社秋季大祭神輿渡御レポート　   など   

役場職員が町の事業紹介、お知らせなど 
11月5日～                  
  ・税務住民課からのお知らせ                              
11月20日～                                  
  ・飲酒運転の根絶について                 

町のお知らせ番組（音声付文字情報）                 
・番組の紹介、行政情報など                   

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。 
また、議会閉会後、翌日午前9時から再放送をします。 

CATV
10ch
CATV
10ch

番組に対するお問合せ 

放送に対するお問合せ 

総務課　　　　　　　TEL 58-8200

（株）アイティビー制作部　TEL 27-0700

00 
15 
30 
45

00

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

00

00/15 
30/45

00

知っ得、納得①
知っ得、納得②
ちょっとたまき①
ちょっとたまき②

ビデオレポート 

特別番組 

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②

ビデオレポート 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
ビデオレポート 

特別番組 

知っ得、納得①②
ちょっとたまき①②
番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
閉会後再放送 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画 

番組予定 

ビデオレポート（毎週土曜日更新） 

特別番組（毎月1日・16日更新） 

知っ得、納得（毎月5日・20日更新） 

ちょっとたまき（毎週土曜日更新） 

議会放送（当日終了まで） 

10月25日～11月24日 

注意：番組は予告なく変更する場合があります。 



診療案内 玉城病院  TEL 58-3039

午前 8：45 

12：00
〜
 

午後 3：00 

5：00
〜
 

水曜日は6：00まで 

曜日 

診療科目 
診療時間 月 

内　科 小　林 小　林 小　林 藤　田 

本泉院長 

関　口 

松　尾 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

関　口 

9：00～11：00

三重大学 
眼科 

9：00～11：00

三重大学 
眼科 

急病の場合は 
お電話で 

お問合せください。 

三重大学 
整形外科 休診 

三重大学 
第2外科 

9：00～12：00

三重大学 
皮膚科 

小　林 小　林 

安　田 

安　田 

5：00～6：00
小　林 

本泉院長 本泉院長 本泉院長 

外　科 

整形外科 

特殊外来 

内　科 

外　科 

火 水 木 金 土・日・祝日 

≪休日・夜間はこちらへ≫ 伊勢市休日・夜間応急診療所 
伊勢市八日市場町13-1（伊勢市福祉健康センター内）内科・小児科 TEL25-8795，歯科 TEL27-0829 
※診察を受けられる方は、必ず保険証をご持参ください。 

スタッフ募集中　●看護師（准看護師）　●介護員 

有 料 広 告  

（平成20年9月30日現在） 人口 
男 

女 

世帯数 

第427号　平成20年11月号　編集：広報たまき編集委員会 
発行：玉城町役場総務課 
〒519-0495　三重県度会郡玉城町田丸114-2 
TEL 0596-58-8200  FAX 0596-58-4494 
Home Page  http://www.town.tamaki.mie.jp 
e-mail  info@town.tamaki.lg.jp

15,228人（+8人） 

7,444人（+8人） 

7,784人（±0人） 

4,960世帯（+11世帯） 

 

（ 　）は9月1日以降の増減 

TEL 58 - 8200   FAX 58 - 4494 

TEL 58 - 8200 

TEL 58 - 8201 

TEL 58 - 8203 

TEL 58 - 8207 

TEL 58 - 8205 

TEL 58 - 8204 

TEL 58 - 8210 

TEL 58 - 8211 

TEL 58 - 8212   FAX 58 - 7588 

 

TEL 58 - 3039   FAX 58 - 7299 

 

TEL 58 - 3770   FAX 58 - 3790

玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

編 集 後 記  

秋晴れの下行われた保育所運動会。
豊な表情で会場を和ます子ども
たちと、それを見入る家族、そし
て大忙しの保育士さん。みんなで
頑張った運動会、みんな金メダル
でした。【撮影：広報編集委員会】 

■玉城町役場 

●総務課 

●税務住民課 

●生活福祉課 

●上下水道課 

●建設産業課 

●農林商工課 

●出納室 

●議会事務局 

●教育委員会（村山龍平記念館） 

●病院事務局 

　・玉城病院 

●介護老人保健施設ケアハイツ玉城 

　・介護老人保健施設 

 

 

　・訪問看護ステーション 

　・訪問介護 

　・居宅介護支援事業所  

■健康管理センター  

   （地域包括支援センター・子育て総合支援室) 

■保健福祉会館 

■社会福祉協議会 

■中央公民館 

■アスピア玉城 

●玉城ふれあいの館 

●ふるさと味工房 アグリ 

■さくら児童館 

■梅がおか児童館  

■いなほの郷児童クラブ室 

TEL 58 - 8117 

TEL 58 - 8117 

TEL 58 - 8822 

TEL 58 - 7373   FAX 58 - 7625 

　 

TEL 58 - 8000   FAX 58 - 8039 

TEL 58 - 6915   FAX 58 - 6916 

TEL 58 - 6331   FAX 58 - 7755 

 

TEL 58 - 8800   FAX 58 - 8801 

TEL 58 - 8686 

TEL 58 - 8527   FAX 58 - 8528 

TEL 58 - 8345   FAX 58 - 8346 

TEL 58 - 3956   FAX 58 - 3956 

　　　　   TEL 58-8213休日・夜間当直室 

広報たまき 

お 知 ら せ  お 知 ら せ  

Mie Tamaki Town
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